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好評連載 「ドクター髙松の生活習慣病」連続講座
　　　　 「我が社のホープ」 武蔵野東小学校 片山　育夫さん
　　　　 「リレーエッセイ」 リベスト管理株式会社 山本久一郎さん
　　　　 「体想談義」 株式会社 文伸 川井捷一郎さん
　　　　 「私の歩いてきた道」 株式会社 エイピーベッカー 小渕　昌夫さん
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「税務よくある相談Q&A」

通常総会のお知らせ
平成21年5月20日（水） 14時～19時30分　吉祥寺第一ホテル

吉祥寺平和通り（昭和36年）

5
2009 月号May

No. 375
ほうじん「むさしの」第36巻第4号（通巻第375号）平成21年5月5日発行（毎月5日発行）

現在の吉祥寺平和通り

吉祥寺第一ホテル
阪急阪神第一ホテルグループ

TEL. 0422-21-2211[お問合せ・ご予約]

12の色から彩る20通りの宴会プラン

（※全アイテム＝ビール・ソフトドリンク・ウィスキー・ワイン・日本酒・焼酎）

（※シャンパンは乾杯用です）

赤 茶＝ボリューム重視型メニュー ¥ 4,000
青

青

朱

＝和風も入れたあっさり系メニュー ¥ 5,000
＝全アイテム飲み放題 ¥ 2,000

紫

紫

グレー

＝全アイテム＋ワインバー ¥ 2,500
橙黄

パーティープラン インフォメーション

新・宴会プラン「パレット」
お料理のメニュー内容とお飲物のアイテムのご要望を組合せて、宴会プランをご自由にお選びいただけます。

総会、歓送迎会、同窓会など各種会合にご利用ください。

＝和洋中ワールドブッフェメニュー ¥ 6,000

[お料理／お一人様][お料理／お一人様]

¥ 7,000

¥ 9,000

＝料理長のラインナップメニュー ¥ 3,500
＝全アイテム＋焼酎バー ¥ 3,000
＝全アイテム＋シャンパン

（※他4銘柄）

（※他2銘柄）

[テーブルクロスカラーを4種類からお選びいただけます] 白 黄 緑

緑

ピ
クン 白は薄いベージュ色となります。

あわせて6色分ご利用いただければ、ご宿泊ご招待。 
（※お料理・お飲物の選択のみにて、同色の選択も適用となります）

★40名様以上のご宴会にて幹事様2名様無料 
★レストラン「パークストリート」ディナー、ペア（1組2名様）ご招待 
★ビンゴゲーム機（カード付）無料にてご提供

ご要望に応じた組合せで、オリジナリティあふれる宴会プランを。 
[宴会プラン組合せ例] =お一人様青 ¥ 8,500=お一人様

※上記組合せのプラン料金には、宴席料ほか、税金、サービス料を含みます。　※ご人数、条件、季節によってはメニュー内容および品数は異なります。　※15名様より承ります。
※2時間制とさせていただきます。　※お料理は立食または着席ブッフェとなります。　※別途コース料理、盛り込み料理もご用意しております。

〈直通〉受付／10:00～18：00

スペシャル特典プラン特典

ピ
クン茶¥ 7,500=お一人様茶 黄赤

緑



表紙写真　吉祥寺平和通りの同一地点で撮影

　上　昭和36年６月撮影。48年前です。なつかしいデザインの車が走っています。

　下　平成21年４月撮影。道路巾が広くなり、アーケードがなくなって、町が明るくなりました。

鈴 木  育 男 　　
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表
紙
写
真
提
供
　
鈴
木
育
男
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ら
か
ん
ス
タ
ジ
オ
取
締
役
会
長

昭
和
10
年
よ
り
74
年
間
吉
祥
寺
本
町
に
居
住
し

吉
祥
寺
の
変
貌
を
見
続
け
て
い
る
。

写
真
館
経
営
の
か
た
わ
ら
、
町
の
記
録
を
撮
影
し
、「
吉
祥
寺
と
周
辺

寸
描
」
写
真
集
に
ま
と
め
る
。

本
年
の
表
紙
は
、
こ
の
写
真
集
よ
り
抜
粋
し
連
載
す
る
。



（1） 平成21年5月5日 ほうじん「むさしの」 第375号

－会員募集中です（一言あなたのお口添えを）－

（
注
）会
員
の
皆
様
に
は
別
途
封
書
に
て
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
出
欠
席
に
か
か
わ
ら
ず
必
ず
ご
返
送
下
さ
い
。

　
　
な
お
、
ご
欠
席
の
場
合
に
は
委
任
状
と
し
て
、
ご
捺
印
の
上
ご
返
送
願
い
ま
す
。

　
日 

時

平
成
21
年
５
月
20
日（
水
） 

午
後
２
時
開
始

　
場 

所

吉
祥
寺
第
一
ホ
テ
ル
　
８
Ｆ
　
天
平
の
間

　
次 

第

第
１
部
　
通
常
総
会
　
午
後
２
時
〜
４
時

 

　

第
一
号
議
案

平
成
20
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
二
号
議
案

平
成
20
年
度
収
支
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
承
認
の
件

第
三
号
議
案

平
成
21
年
度
事
業
計
画（
案
）承
認
の
件

第
四
号
議
案

平
成
21
年
度
収
支
予
算（
案
）承
認
の
件

第
五
号
議
案

任
期
満
了
に
伴
う
理
事
・
監
事
選
任
の
件

議　　事

第
２
部
　
記
念
講
演
会
　
午
後
４
時
20
分
〜
５
時
50
分

 

　

第
３
部
　
懇
親
パ
ー
テ
ィ
　
午
後
６
時
20
分
〜
７
時
30
分

 

演
題 

　「
日
本
は
格
差
社
会
か
」
 

講
師
　
作
家
　
曽 

野
　
綾 

子 
氏

〒180-0006 武蔵野市中町2-11-13 三鷹ビル3Ｆ
E-mail:mhoujin＠parkcity.ne.jp
http://www.musashinohojinkai.or.jp

社団 
法人 武蔵野法人会 
TEL.０４２２（５１）１４４１／FAX.０４２２（５５）５５４４ 

　
　
会
費

お
一
人  

３  

０
０
０
円 

（
但
し
懇
親
パ
ー
テ
ィ
出
席
者
の
み
）

■プロフィール

1931年東京に生まれる。1953年三浦朱門と結婚。
1993年日本芸術院会員。1997年海外邦人宣教者活動
援助後援会代表として吉川英治文化賞を受賞。
2003年文化功労者となる。
日本文芸家協会理事、内外情勢調査会理事、
産業労働懇話会委員

,



第375号 ほうじん「むさしの」 平成21年5月5日 （2）

－会員増強にご協力下さい－

は
と
バ
ス
ツ
ア
ー 

「
江
戸
の
老
舗
の
味
と
華
麗
な
夜
の
世
界
」 

研
修
旅
行 

吉
祥
寺
北
第
二
支
部 

桜
の
開
花
を
期
待
さ
せ
る
暖
か
い
陽
気

の
な
か
、
無
事
に
楽
し
く
、
勉
強
に
な
る
一

日
を
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
研
修
旅

行
の
内
容
は
一
見
と
て
も
軽
そ
う
で
す
が
、

牛
な
べ
は
浅
草
の
老
舗
「
米
久
本
店
」
に
て

い
た
だ
き
、
シ
ョ
ー
は
こ
ち
ら
も
老
舗
の
新

宿
区
役
所
前
「
ア
ル
カ
ザ
ー
ル
」、
そ
し
て

研
修
旅
行
当
日
の
平
成
21
年
３
月
19
日
は
、

偶
然
に
も
「
は
と
バ
ス
」
の
定
期
観
光
が
生

ま
れ
て
、
ち
ょ
う
ど
60
周
年
の
創
業
記
念

日
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
さ

に
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
温
故
知

新
。
み
な
さ
ん
感
慨
深
く
歴
史

を
振
り
返
る
一
幕
も
あ
り
ま
し

た
。日

ご
ろ
慣
れ
親
し
ん
で
い
る

東
京
の
風
景
や
文
化
で
も
、
新

宿
か
ら
観
光
バ
ス
に
乗
り
、
一

段
高
い
視
点
や
違
っ
た
角
度
か

ら
観
察
す
る
と
思
わ
ぬ
発
見
が

あ
る
も
の
で
す
。
そ
れ
に
、
知
っ
て
い
そ
う

で
知
ら
な
い
世
界
が
身
近
な
と
こ
ろ
に
ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
存
在
す
る
こ
と
。
そ
し

て
、
そ
れ
ら
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
鮮

な
気
持
ち
に
な
れ
る
も
の
で
あ
り
、
明
日

へ
の
活
力
に
で
き
る
も
の
な
の
だ
と
、
感
じ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
ぞ
明
る
く

元
気
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
吉
祥
寺
北
第
二
支

部
の
年
度
末
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、
楽

し
く
実
の
あ
る
研
修
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。

靖
国
神
社
に
あ
る
気
象
庁

の
桜
の
木（
標
準
木
）。
美
し

い
花
が
咲
い
て
開
花
宣
言
が

出
さ
れ
る
頃
に
始
ま
る
新
年

度
は
、
本
年
度
に
増
し
て

華
々
し
い
活
動
と
研
鑽
の
場

に
な
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま

す
。

（
吉
祥
寺
北
第
二
支
部

　
小
俣
邦
彦
）

3
月
19
日（
木
）、
本
年
度
最
後
の
研
修
旅
行
は
、
は
と
バ
ス
ツ
ァ
ー
で
浅

草
の
老
舗
の
牛
な
べ
と
新
宿
の
シ
ョ
ー
を
回
り
ま
し
た
。
老
舗
の
歴
史
に

触
れ
、
東
京
を
違
っ
た
視
点
で
見
学
す
る
な
ど
新
鮮
な
刺
激
を
受
け
ま
し

た
。

委員会・部会・支部会活動報告
2009（平成21）年3月～4月

１．吉祥寺北第二支部 はとバスツアー「江戸の老舗の味と華麗な夜の世界」……………… p.2

２． 三鷹第一支部 新たに発足する三鷹西支部の激励会 …………………………………… p.3

３．吉祥寺北第一支部 悠玄亭玉八師匠の軽妙な幇間芸を楽しむ ……………………………… p.4

４． 小金井南支部 食事を見直して食害・薬害を防ぐ ……………………………………… p.5

５． 吉祥寺北第一支部 支部総会、併せて税務研修会と懇親会を開催 ………………………… p.6

６． 女性部会 女性部会総会と「税の話をしようパートⅢ 」 ……………………… p.7

７． 不動産賃貸経営部会 データから見る最新賃貸住宅市況 ……………………………………… p.8

８． 社会貢献委員会 教育委員会や教師とキャリア教育交流会 ……………………………… p.9



（3） 平成21年5月5日 ほうじん「むさしの」 第375号

－会員募集中です（一言あなたのお口添えを）－

3
月
18
日
（
水
）、
午
後
6
時
30
分
か
ら
吉
祥
寺
第
一
ホ
テ
ル
「
車
屋
」
に

お
い
て
第
16
回
会
員
交
流
会
・
三
鷹
西
支
部
発
足
激
励
会
を
、
新
入
会
員

を
含
め
参
加
者
26
名
で
賑
や
か
に
行
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
が
続
い
た

活
気
あ
る
宴

武
蔵
野
法
人
会
の
公
益
化
に
伴
っ
て

現
支
部
の
統
廃
合
が
実
施
さ
れ
る
の
を

受
け
、
三
鷹
第
一
支
部
と
し
て
は
最
後

の
第
16
回
会
員
交
流
会
は
「
お
別
れ

会
」
と
、
新
た
に
発
足
す
る
三
鷹
西
支

部
に
統
廃
合
さ
れ
る
「
激
励
会
」
を
兼

ね
て
行
い
ま
し
た
。

武
蔵
野
市
吉
祥
寺
の
第
一
ホ
テ
ル

「
車
屋
」に
会
場
を
変
え
、
小
川
広
報
委

員
の
進
行
役
に
よ
り
開
宴
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
岡
支
部
長
の
挨
拶
で
、
今
迄

の
三
鷹
第
一
支
部
に
対
し
て
会
員
の
皆

様
か
ら
協
力
い
た
だ
い
た
こ
と
に
御
礼

と
労
い
と
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
三
鷹
西

支
部
に
統
合
さ
れ
た
後
も
よ
り
一
層
の

協
力
と
、
何
ら
か
の
形
で
こ
の
集
ま
り

の
継
続
を
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
竹
内
社
会
貢
献
委
員
長

の
乾
杯
で
宴
が
き
ら
れ
ま
し
た
。
し
ば

し
の
間
お
い
し
い
食
事
に
歓
談
が
進

み
、
宴
半
ば
で
参
加
者
一
人
一
人
の
自

己
紹
介
と
一
言
ア
ピ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

歓
談
の
話
題
は
新
支
部
に
対
し
て
の

期
待
と
不
安
と
と
も
に
、
法
人
会
の
あ

り
方
に
か
な
り
多
く
の
方
々
が
意
見
交

換
を
行
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、
企
業
間

で
の
積
極
的
な
相
互
協
力
の
模
索
、
改

め
て
名
刺
交
換
に
よ
る
意
志
の
疎
通
を

図
る
な
ど
活
発
で
活
気
あ
る
宴
と
な
り

ま
し
た
。
遅
れ
て
参
加
し
た
女
性
新
入

会
員
の
挨
拶
が
、
よ
り
一
層
和
や
か
に

雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

会
話
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
け
ら

れ
、
席
を
移
動
し
て
意
見
交
換
を
行
う

な
ど
今
ま
で
に
見
ら
れ
な
い
、
明
る

い
・
楽
し
い
・
積
極
的
な
交
流
会
で
し

た
。有

意
義
な
交
流
会
を
継
続
し
て

い
き
た
い

宴
も
終
盤
に
な
り
、
松
井
副
支
部
長

に
よ
る
「
10
拍
中
締
め
」
に
よ
る
終
宴

が
定
刻
よ
り
30
分
も
延
長
と
な
っ
た
有

意
義
で
賑
や
か
な
交
流
会
で
し
た
。
何

人
か
の
方
々
が
、
こ
の
交
流
会
の
存
続

を
大
切
に
し
て
継
続
し
た
い
思
い
を

語
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
多

く
の
方
が
思
わ
ず
「
そ
う
な
り
ま
す

よ
」
と
言
葉
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

﹇ 

取
材
後
記 

﹈

あ
る
会
員
と
私
と
の
歓
談
の
中
で
、

法
人
会
全
体
の
ア
ピ
ー
ル
手
段
と
し

て
、
地
域
社
会
と
の
密
接
な
か
か
わ
り

の
一
つ
、
三
市
で
進
め
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
（
現
在
三
鷹
市
で
は
具
体
的
に
実

施
）
を
何
か
の
形
で
支
援
し
て
い
く
こ

と
で
、
地
域
の
方
々
・
会
員
の
方
々
に

法
人
会
の
存
在
を
意
識
し
て
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
私
と
歓
談
し
た
そ
の
会
員
の

方
は
「
教
育
現
場
で
望
ん
で
い
る
こ
と

を
法
人
会
会
員
企
業
が
積
極
的
に
応
え

ら
れ
れ
ば
、
会
員
企
業
と
教
育
現
場
の

相
互
協
力
が
密
に
な
り
、
地
域
社
会
に

貢
献
し
、
強
い
て
は
会
員
増
強
に
も
つ

な
が
る
の
で
は
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
話
す
人
の
心
の
温
も
り
を
、
聞
く
人

の
心
に
肌
で
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
」

を
話
し
て
い
ま
し
た
。「
私
も
ま
っ
た

く
同
感
で
す
。」と
伝
え
て
、
改
め
て
意

見
交
換
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

   

（
広
報
副
委
員
長
　
小
川
　
清
）

新
た
に
発
足
す
る
三
鷹
西
支
部
の
激
励
会 

交
流
会 

三
鷹
第
一
支
部 
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3
月
13
日（
金
）、
恒
例
の
春
の
研
修
会
が
箱
根
湯
本
の
河
鹿
荘
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
現
在
東
京
に
四
人
い
る
と
い
う
幇
間
の
一
人
、
以

前
に
も
お
願
い
し
た
こ
と
の
あ
る
悠
玄
亭
玉
八
師
匠
で
す
。
参
加
は
43
名

で
し
た
。

悠
玄
亭
玉
八
師
匠
の
軽
妙
な
幇
間
芸
を
楽
し
む 

研
修
会 

吉
祥
寺
北
第
一
支
部 

ゆ
う 
げ
ん 

て
い 

た
ま 

は
ち 

ほ
う
か
ん 

宴
会
遊
び
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

幇
間
の
仕
事
は
い
ろ
い
ろ
の
芸
を
披

露
し
て
宴
会
の
座
を
楽
し
く
す
る
こ
と

で
す
。
昔
は
、
お
客
か
ら
財
布
を
預
か

り
、
中
身
に
合
わ
せ
て
遊
ぶ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
役
も
果
た
し
た
と
の
こ
と
。

つ
ま
り
、
お
客
が
御
代
を
心
配
す
る
こ

と
な
く
安
心
し
て
遊
べ
る
よ
う
気
配
り

し
た
の
で
す
。

師
匠
は
、
紋
付
羽
織
で
会
場
に
入
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
よ
く
見
る
と
紋
は

歌
舞
伎
の
隈
取
り
で
す
。「
珍
し
い
紋

で
す
ね
ぇ
」と
言
う
と
、「
こ
ん
な
も
の

も
あ
る
」
と
こ
っ
そ
り
と
裾
を
捲
っ
て

着
物
の
裏
を
み
せ
て
く
ま
し
た
。
相
撲

の
四
十
八
手
よ
ろ
し
く
絡
ま
る
人
物
が

一
面
に
染
め
て
あ
り
ま
す
。
人
物
が
男

女
で
あ
る
の
が
笑
い
を
誘
い
ま
す
。
賑

や
か
に
座
敷
を
仕
切
る
に
は
、
小
道
具

や
着
る
も
の
に
も
工
夫
が
い
る
よ
う
で

す
。本

日
は
二
回
目
と
あ
っ
て
特
に
講
義

は
無
く
、
さ
っ
そ
く
話
芸
が
始
ま
り
ま

し
た
。
艶
話
、
小
話
、
声
帯
模
写
と
次
々

と
続
き
ま
す
。
こ
の
種
の
話
は
客
に
も

同
じ
レ
ベ
ル
の
知
識
が
必
要
で
、
新
聞

種
や
世
相
に
敏
感
で
な
け
れ
ば
丁
度
よ

い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
笑
え
な
い
。
一
呼
吸

お
い
て
大
笑
い
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

で
す
。
声
帯
模
写
で
は
英
語
や
フ
ラ
ン

ス
語
も
登
場
し
ま
し
た
。
湯
本
に
向
か

う
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
で
、
二
つ
隣
の
席
の

師
匠
は
一
心
に
英
語
の
本
を
お
読
み
で

し
た
。
実
は
、
オ
バ
マ
の
大
統
領
就
任

演
説
を
お
さ
ら
い
し
て
い
た
そ
う
で

す
。
日
頃
か
ら
勉
強
を
怠
れ
な
い
仕
事

で
す
。

「
お
前
は
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
が
な

い
」
と
言
わ
れ
る
の
は
最
大
の
侮
辱
、

と
い
う
ユ
ー
モ
ア
を
大
切
に
す
る
国
が

あ
り
ま
す
が
、
師
匠
の
軽
妙
な
話
を
聞

い
て
い
る
と
、
こ
れ
は
日
本
の
こ
と
で

も
あ
る
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
都
都

逸
、
川
柳
、
狂
歌
、
落
語
、
漫
談
と
師

匠
の
芸
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
三
味

線
、
屏
風
芸
の
お
尻
に
針
を
刺
す
話
な

ど
も
あ
り
、
得
意
の
芸
で
一
時
間
は
瞬

く
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

上
座
は
設
け
ず
、師
匠
も
交
え
て

和
や
か
な
交
流
会

続
い
て
の
異
業
種
交
流
会
は
中
尾
女

性
部
会
長
の
乾
杯
で
始
ま
り
ま
し
た
。

席
は
く
じ
引
き
で
決
め
ら
れ
、
初
め
て

の
人
同
士
が
隣
合
わ
せ
の
と
こ
ろ
は
自

己
紹
介
か
ら
会
話
が
始
ま
り
ま
す
。
上

座
は
設
け
ず
、
荒
井
支
部
長
も
玉
八
師

匠
も
列
の
中
ほ
ど
に
座
り
、
会
員
と
歓

談
す
る
趣
向
で
す
。

お
酒
が
入
り
何
人
か
で
踊
り
が
始
ま

る
と
、
さ
す
が
に
師
匠
、
交
流
会
に
は
ゲ

ス
ト
と
し
て
呼
ば
れ
て
い
た
は
ず
が
、

皆
の
輪
の
中
に
入
り
手
踊
り
な
ど
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
黙
っ
て
皆
の
踊
り

を
見
て
い
る
だ
け
で
は
幇
間
の
誇
り
が

許
さ
な
い
の
で
し
ょ
う
。

研
修
会
の
冒
頭
に
、
支
部
長
よ
り「
今

日
は
、
日
頃
の
屈
託
を
忘
れ
て
研
修
会

も
交
流
会
も
皆
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」

と
、
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
と
お

り
に
終
了
し
た
研
修
会
で
し
た
。

ま
た
、
席
上
、
定
年
で
支
部
役
員
を
退

く
平
様
に
感
謝
の
言
葉
が
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。

平
様
、
長
い
間
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
　
（
広
報
委
員
　
深
瀬
義
昭
）
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3
月
31
日
（
火
）
午
後
6
時
よ
り
萌
え
木
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
小
金
井
南

支
部
最
後
の
研
修
講
演
会
を
開
催
。
狩
野
副
支
部
長
の
旧
友
で
あ
る
、
活

力
料
理
・
菓
子
研
究
家
の
バ
ー
バ
ラ
寺
岡
氏
を
講
師
に
迎
え
、
多
く
の
問

題
を
含
む
現
在
の
日
本
の
「
食
」
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
出
席
者
は
31

人
で
し
た
。

食
事
を
見
直
し
て
食
害
・
薬
害
を
防
ぐ 

研
修
講
演
会 

小
金
井
南
支
部 

日
本
は
食
の
自
給
率
39
％
の

輸
入
食
大
国

バ
ー
バ
ラ
寺
岡
氏
が
、
14
年
ぶ
り
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
、
ご
自
身
デ
ザ

イ
ン
の
航
空
自
衛
隊
の
制
服
を
着
用
さ

れ
、
さ
っ
そ
う
と
入
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
数
十
年
前
と
変
わ
ら
ず
お

き
れ
い
な
の
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

バ
ー
バ
ラ
氏
の
講
演
は
、
子
供
た
ち

を
も
蝕
む
表
面
的
豊
か
さ
の
欧
「
米
」

型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
捨
て
、
資
源
効

率
ダ
ン
ト
ツ
の
日
本
型
ラ
イ
ス
（
米
）

ス
タ
イ
ル
を
見
直
せ
！
　
と
い
う
も
の

で
し
た
。
今
、
日
本
は
食
の
自
給
率
39

％
の
輸
入
食
大
国
で
す
。
主
食
で
あ
る

穀
物
の
自
給
率
で
は
主
要
50
ヵ
国
中
46

位
と
砂
漠
の
国
並
と
な
っ
て
お
り
、
毎

日
食
べ
る
命
の
源
（
食
財
に
せ
よ
加
工

物
に
せ
よ
）
を
殆
ど
輸
入
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
穀
力
（
国
力
）
の
事
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。
遺
伝
子
組
み
換
え
食

品
、
残
留
農
薬
・
成
長
ホ
ル
モ
ン
な
ど
、

直
接
的
・
間
接
的
に
私
た
ち
の
命
に
影

響
を
及
ぼ
す
食
害
・
薬
害
が
は
び
こ
る

現
今
で
あ
り
ま
す
。
米
を
１
粒
た
り
と

も
無
駄
な
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
す
る
食
べ

方
・
調
理
法
、
食
べ
合
わ
せ
を
し
な
け

れ
ば
、
日
本
は
健
康
と
食
糧
を
失
う
の

で
す
。

食
べ
方（
調
理
法
）の
チ
ェ
ン
ジ
が

大
切

食
べ
物
の
質
と
量
、
そ
し
て
米
の
食

べ
か
た
の
欧
「
米
」
化
が
、
メ
タ
ボ
・
糖

尿
・
肝
臓
病
・
肥
満
を
増
や
し
、
燃
え

な
い
食
べ
方
が
燃
や
せ
な
い
体
質
を
作

り
ま
す
。
燃
え
な
い
冷
や
御
飯
や
冷
め

た
お
茶
、
体
を
冷
や
す
食
べ
物
は
単
な

る
身
体
の
不
燃
ゴ
ミ
、
メ
タ
ボ
・
肥
満

な
ど
万
病
の
元
に
な
り
ま
す
。
パ
ン
・

乳
製
品
・
卵
・
肉
な
ど
、
私
た
ち
日
本

人
の
食
生
活
が
■ 

変
え
た
■ 

の
で
は
な

く
■ 

替
え
さ
せ
ら
れ
た
の
を
現
実
と
し

て
と
ら
え
、
米
国
化
し
た
食
べ
方
、
食

べ
合
わ
せ
を
い
か
に
日
本
化
し
て
い
く

か
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

日
本
と
子
供
た
ち
の
未
来
は
、
食
べ

物
よ
り
食
べ
方
の
チ
ェ
ン
ジ
に
か
か
っ

て
い
る
の
で
す
。
例
え
ば
、
御
飯
を
炊
く

の
も
お
湯
を
沸
か
す
の
も
鉄
釜
・
鉄
瓶

を
使
え
ば
鉄
分
を
た
っ
ぷ
り
吸
収
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ク
リ
や
サ
ツ
マ
イ

モ
、
小
豆
な
ど
を
御
飯
に
炊
き
込
め
ば
、

米
飯
の
糖
の
吸
収
を
緩
や
か
に
し
て
、

血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。
日

本
最
強
の
武
器
「
脳
力
」「
体
力
」

「
気
力
」
を
支
え
る
の
は
活
力
食
の

昆
布
・
鰹
節
・
高
野
豆
腐
・
き
な
こ

な
ど
で
す
。

等
々
、
料
理
の
方
法
は
私
の
母

が
作
っ
て
い
た
よ
う
な
、
昔
の
も

の
が
多
い
と
思
い
ま
し
た
。
も
っ

と
沢
山
知
り
た
い
方
は
、
バ
ー
バ

ラ
氏
の
御
本
を
ど
う
ぞ
。

女
性
た
ち
は
、
興
味
深
く
聞
い

て
熱
心
に
メ
モ
を
し
た
り
、
質
問

を
し
た
り
し
ま
し
た
。「
帰
っ
て
か

ら
早
速
作
り
ま
し
た
。」
と
の
声
も

あ
り
ま
し
た
。「
法
人
会
の
講
演
会

に
お
呼
び
し
た
ら
」と
か
、
出
席
者

に
は
好
評
の
講
演
会
で
し
た
。

　
（
広
報
委
員
　
渡
辺
礼
子
）
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4
月
6
日
（
月
）、
夕
方
6
時
よ
り
吉
祥
寺
第
一
ホ
テ
ル
に
お
い
て
平
成
21

年
の
支
部
総
会
を
開
催
。
引
き
続
き
、
武
蔵
野
税
務
署
の
福
住
副
署
長
に

よ
る
研
修
会
、
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。
出
席
者
は
60
名
、
委
任
状
提
出

は
492
名
で
し
た
。

支
部
総
会
、併
せ
て
税
務
研
修
会
と
懇
親
会
を
開
催 

総
会 

吉
祥
寺
北
第
一
支
部 

ま
し
た
。
承
認
さ
れ
た
平
成
21
年
度
の

事
業
計
画
に
従
い
、
新
年
度
の
活
動
が

始
ま
り
ま
す
。

武
蔵
野
法
人
会
の
公
益
法
人
化
が
と

り
ざ
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
益
法
人
に

移
行
さ
れ
た
場
合
、
今
回
が
支
部
で
予

算
を
審
議
・
承
認
す
る
最
後
の
総
会
に

な
る
の
か
と
思
う
と
、
感
慨
深
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

総
会
の
後
、
来
賓
と
し
て
臨
席
い
た

だ
い
た
、
武
蔵
野
税
務
署
副
署
長
の
福

住
豊
様
と
審
理
担
当
上
席
の
牛
米
正
樹

様
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

福
住
様
に
は
ご
挨
拶
の
あ
と
、
研
修

会
の
講
師
を
も
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
用
意
さ
れ
た
レ
ジ
メ
に
従
い
、
①

平
成
19
年
12
月
31
日
現
在
の
民
間
給
与

の
実
態
、
②
役
員
給
与
の
損
金
不
算
入

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

①
に
つ
い
て
は「
企
業
規
模

別
及
び
給
与
階
級
別
の
給
与

所
得
数
・
給
与
額
の
表
」
に
従

い
解
説
が
あ
り
、
給
与
は
下
が

る
傾
向
に
あ
る
と
の
こ
と
で

す
。
来
年
も
同
じ
傾
向
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
、
と
の
こ

と
で
す
。

②
に
つ
い
て
は
、
会
社
法
の
大
改
正

に
整
合
し
て
役
員
給
与
の
取
扱
い
が
平

成
18
年
に
変
更
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成

19
年
に
定
期
同
額
給
与
の
期
中
の
改
定

や
届
出
期
限
等
に
微
調
整
が
あ
っ
た

由
。
詳
細
は
税
務
署
に
ご
相
談
さ
れ
た

ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

和
気
あ
い
あ
い
の
懇
親
会

引
き
続
い
て
19
時
よ
り
懇
親
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
武
蔵
野
商
工
会
議
所
の

稲
垣
会
頭
、
商
店
連
合
会
の
金
子
会
長
、

伊
勢
丹
吉
祥
寺
店
の
吉
田
店
長
、
新
任

の
大
和
証
券
㈱
吉
祥
寺
店
の
山
田
店
長

に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

新
入
会
員
の
㈲
シ
ャ
レ
ー
ド
の
渡
邊
様
、

マ
ナ
建
築
設
計
室
㈲
の
白
旗
様
、
㈱
ル

ミ
ン
コ
ー
ル
の
畑
様
、
ス
リ
ー
・
デ
ィ
メ

ン
シ
ョ
ナ
ル
㈱
の
三
村
様
に
そ
れ
ぞ
れ

ス
ピ
ー
チ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
進
み
、
20

時
30
分
頃
に
支
部
顧
問
の
福
岡
様
に
手

締
め
を
お
願
い
し
、
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。
　
　
　
（
広
報
委
員
　
深
瀬
義
昭
）

総
会
の
後
、
給
与
に
関
す
る

税
務
研
修
会

総
会
は
荒
井
伸
吉
支
部
長
が
議
長
を

務
め
ら
れ
、
一
号
議
案
か
ら
四
号
議
案

ま
で
賛
成
多
数
に
よ
り
す
べ
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
五
号
議
案
の
支
部
役
員
の

改
選
も
用
意
さ
れ
た
案
の
と
お
り
承
認

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
荒
井
支
部
長
は

再
任
さ
れ
、
新
役
員
の
19
名
が
決
ま
り
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4
月
7
日
（
火
）、
午
後
2
時
よ
り
武
蔵
野
法
人
会
会
議
室
に
お
い
て
総
会

と
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
武
蔵
野
税
務
署
か
ら
福
住
副
署
長
、
梅
原

第
一
統
括
官
、
牛
米
審
理
担
当
上
席
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
研
修
会
は
福

住
副
署
長
に
よ
る
「
税
の
話
を
し
よ
う 

パ
ー
ト
Ⅲ
」
で
し
た
。

女
性
部
会
総
会
と
「
税
の
話
を
し
よ
う 

パ
ー
ト
Ⅲ
」 

総
会 

女
性
部
会 

女
性
部
会
の
租
税
教
室
に

高
い
評
価

総
会
は
、
部
会
会
員
総
数
87
人
中
40

名
出
席
と
20
人
の
委
任
が
あ
り
成
立
い

た
し
ま
し
た
。
中
尾
部
会
長
の
挨
拶
は

20
年
度
の
女
性
会
が
32
年
間
の
歴
史
の

中
で
大
き
く
輝
い
た
年
で
あ
っ
た
こ
と

に
感
謝
し
、
部
会
の
継
続
を
た
た
え
公

益
法
人
化
を
目
指
す
本
部
に
協
力
し
、

共
に
発
展
を
望
む
と
い
う
心
強
い
も
の

で
し
た
。

こ
の
後
、
中
尾
部
会
長
が
議
長
に
指

名
さ
れ
、
女
性
部
会
の
活
動
理
念
と
基

本
方
針
を
発
表
し
議
事
が
進
行
し
ま
し

た
。
そ
の
後
第
一
号
議
案
よ
り
第
五
号

議
案
ま
で
全
て
と
ど
こ
お
り
な
く
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

次
に
福
住
副
署
長
の
御
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
頃
よ

り
女
性
部
会
の
協
力
に
感
謝
し

て
下
さ
っ
て
い
る
旨
お
話
が
あ

り
、
今
後
の
女
性
部
会
の
活
動

に
署
よ
り
協
力
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
の
お
約
束
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
続
い
て
、
梅
原
第
一
統
括

官
よ
り
女
性
部
会
の
租
税
教
室

の
活
動
が
公
益
法
人
へ
の
移
行

に
非
常
に
貢
献
し
て
い
る
と
い

う
御
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
無
事

総
会
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

「
申
告
納
税
制
度
」と「
権
利
救
済
」

こ
の
後
、
研
修
会
と
し
て
武
蔵
野
税

務
署
福
住
豊
副
署
長
よ
り
「
税
の
話
を

し
よ
う 

パ
ー
ト
Ⅲ
」（
税
務
調
査
と
権
利

救
済
に
つ
い
て
）
の
講
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
福
住
副
署
長
に
は
以
前
よ
り

「
税
の
話
を
し
よ
う 

パ
ー
ト
Ⅰ
」、「
パ
ー

ト
Ⅱ
（
２
０
０
８
年
６
月
５
日
）」
を

伺
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
続
く

パ
ー
ト
Ⅲ
で
は
「
申
告
納
税
制
度
」
と

「
権
利
救
済
」
の
二
つ
に
内
容
を
分
け
て

お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

納
税
す
る
者
も
事
前
照
会
の
制
度
を

使
い
有
効
な
納
税
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
こ
と
、
一
般
的
な
税
法
の
解
釈
・
取
り

扱
い
に
つ
い
て
情
報
を
提
供
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
権
利
救
済
と
し
て
、
納
税
者
の

正
当
な
権
利
と
利
益
を
救
済
す
る
た
め

に「
異
議
申
し
立
て
」、「
審
査
請
求
」、「
訴

訟
」な
ど
の
制
度
が
あ
り
、
納
税
者
が
税

務
調
査
に
よ
り
更
正
処
分
を
受
け
た
と

き
に
そ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は

こ
れ
ら
の
制
度
を
使
っ
て
異
議
申
し
立

て
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

私
達
に
は
理
解
し
に
く
い
点
も
解
り

や
す
く
お
話
く
だ
さ
り
、
大
変
有
意
義

な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
こ
れ

ら
の
事
柄
を
生
か
し
て
、
納
税
の
義
務

を
果
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
し
た
。

福
住
副
署
長
に
は
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
、
研
修
会
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
（
広
報
委
員
　
倉
田
征
子
）
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4
月
9
日
（
木
）、
午
後
4
時
か
ら
吉
祥
寺
第
一
ホ
テ
ル
に
お
い
て
総
会
と

研
修
会
を
開
催
。
研
修
会
で
は
、
㈱
リ
ク
ル
ー
ト
賃
貸
営
業
部 

坂
山
由
祐

氏
に
よ
る
賃
貸
住
宅
市
場
の
動
向
と
オ
ー
ナ
ー
の
経
営
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、

実
務
に
直
結
す
る
話
に
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

デ
ー
タ
か
ら
見
る
最
新
賃
貸
住
宅
市
況 

総
会
・
研
修
会 

不
動
産
賃
貸
経
営
部
会 

高
齢
者
向
け
物
件
の
需
要
が
拡
大

総
会
は
会
員
69
社
中
42
社
の
出
席
に

よ
り
開
会
さ
れ
た
。
来
賓
と
し
て
武
蔵

野
税
務
署
か
ら
佐
戸
第
三
統
括
官
に
出

席
を
い
た
だ
い
た
。
冒
頭
、
藤
野
部
会

長
か
ら
の
挨
拶
の
後
、
提
出
さ
れ
た
議

案
は
全
て
承
認
さ
れ
滞
り
な
く
閉
会
し

た
。休

憩
後
の
研
修
会
、
坂
山
由
祐
氏
に

よ
る
「
デ
ー
タ
か
ら
見
る
最
新
賃
貸
住

宅
市
況
」
の
内
容
は
次
の
通
り
。

東
京
都
に
お
け
る
２
０
０
８
年
の
住

宅
供
給
の
推
移
は
、
不
況
下
に
お
い
て

総
戸
数
が
激
減
し
た
２
０
０
７
年
よ
り

わ
ず
か
に
盛
り
返
し
た
も
の
の
低
水
準

に
と
ど
ま
っ
た
。
貸
家
、
分
譲
住
宅
も

同
様
で
あ
る
。
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
平

均
価
格
が
５
千
万
円
台
に
上
昇
し
て
お

り
、
原
因
と
し
て
地
価
上
昇
や
資
材
価

格
の
高
騰
が
あ
げ
ら
れ
る
。
エ
リ
ア
別

の
平
均
坪
単
価
の
上
昇
は
城
西
・
武
蔵

野
エ
リ
ア
が
首
都
圏
の
一
番
で
17
・
０

％
を
記
録
し
た
。

人
口
増
加
率
は
２
０
０
５
年
以
来
マ

イ
ナ
ス
成
長
に
転
じ
、
団
塊
世
代
と
30

歳
中
盤
が
大
き
な
割
合
を
占
め
、
18
歳

か
ら
20
歳
代
後
半
の
単
身
層
が
激
減
し

て
い
る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
物
件
市
場
は
２

〜
３
・
４
人
向
け
ま
で
が
大
半
で
、
大

型
物
件
は
減
少
傾
向
で
あ
る
。
学
生

マ
ー
ケ
ッ
ト
も
減
少
傾
向
で
、
さ
ら
に

大
学
側
の
提
携
業
者
や
大
学
生
協
が
斡

旋
す
る
な
ど
一
般
の
不
動
産
業
者
に
は

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
高
齢
者

向
け
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
広
め
の
シ

ン
グ
ル
タ
イ
プ
が
今
後
も
需
要
拡
大
し

て
い
く
と
予
測
さ
れ
る
。
■ 

高
齢
者
向

け
■ 

商
品
を
ど
う
展
開
す
る
か
が
課
題

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

い
ま
や
総
住
宅
数 

∨ 

総
世
帯
数
と

な
り
、
借
り
手
市
場
が
ま
す
ま
す
増
大

す
る
と
み
ら
れ
る
。

ポ
イ
ン
ト
は
満
足
度
が
高
く
、

人
が
出
に
く
い
部
屋
づ
く
り

武
蔵
野
市
エ
リ
ア
は
一
人
世
帯
向
け

の
ワ
ン
ル
ー
ム
、
１
Ｋ
の
割
合
が
４
年

間
で
14
％
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
２
Ｋ
、
２

Ｄ
Ｋ
が
減
少
し
て
１
Ｄ
Ｋ
、
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

は
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
が
伺
わ
れ
る
。
敷
金
・
礼
金
を

１
ヶ
月
や
０
ヶ
月
に
す
る
な
ど
初
期
費

用
を
抑
え
る
傾
向
に
あ
る
。

次
に
、
人
気
の
沿
線
ラ
ン

キ
ン
グ
で
は
従
来
か
ら
の
中

央
線
沿
線
に
対
し
て
、
昨
年

か
ら
は
井
の
頭
線
沿
線
が

ト
ッ
プ
に
注
目
さ
れ
る
。

最
後
に
部
屋
探
し
の
実
態

調
査
か
ら
重
視
条
件
は
家

賃
、
路
線
・
駅
、
立
地
、
周

辺
環
境
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
後
オ
ー
ナ
ー
の
経

営
ポ
イ
ン
ト
は「
満
足
度
が
高
く
、
人
が

出
に
く
い
部
屋
づ
く
り
」で
あ
り
、
管
理

状
態
を
見
直
し
、
美
観
・
清
潔
感
を
保
つ

こ
と
が
鍵
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
変

化
を
続
け
る
賃
貸
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
い

て
今
一
度
、
基
本
と
な
る
原
点
に
戻
っ

て
商
品
価
値
を
ア
ッ
プ
さ
せ
、
住
民
の

質
を
上
げ
る
こ
と
を
考
え
る
時
期
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
さ
に
実
務
に
直
結
す
る
、
興
味
深

い
話
が
続
き
出
席
者
も
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
た
。
研
修
会
終
了
後
は
、
講
師

を
交
え
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
新
規
加

入
会
員
の
紹
介
な
ど
和
や
か
な
う
ち
に

閉
会
し
た
。

（
広
報
委
員
　
森
　
正
太
郎
）
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連
載
も
今
回
で
最
終
回
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
運

動
不
足
、
食
べ
過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ
、
休
養
不
足
、
喫
煙
等
の
悪

し
き
生
活
習
慣
か
ら
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
が
発
病
、

動
脈
硬
化
が
進
行
し
、
終
に
は
ド
ミ
ノ
倒
し
の
ご
と
く
心
筋

梗
塞
、
脳
梗
塞
に
至
る
道
程
を
説
明
し
て
き
ま
し
た
。
で
は
、

悪
い
と
判
っ
て
い
な
が
ら
な
ぜ
悪
し
き
生
活
習
慣
を
や
め
ら

れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
現
代
に
お
け
る
悪
し
き
生
活
パ

タ
ー
ン
は
、
朝
早
く
か
ら
通
勤
電
車
に
揺
ら
れ
出
勤
、
お
昼
は

店
屋
物
で
す
ま
せ
、
深
夜
ま
で
残
業
、
た
ま
に
早
く
帰
れ
る
日

は
同
僚
と
つ
い
つ
い
深
酒
、
午
前
様
で
睡
眠
も
そ
こ
そ
こ
に

ま
た
出
勤
。
せ
っ
か
く
の
日
曜
日
も
一
日
中
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
過

ご
す
か
接
待
ゴ
ル
フ
。
煙
草
も
職
場
が
禁
煙
と
な
り
な
ん
と

か
本
数
は
減
る
も
の
の
喫
煙
場
所
通
い
は
止
め
ら
れ
な
い
、

と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
止
め
ら
れ
な
い
理

由
は
簡
単
、
止
め
た
く
な
い
か
ら
で
す
。
や
め
ら
れ
た
方
は
本

心
か
ら
止
め
た
か
っ
た
か
ら
止
め
ら
れ
た
の
で
す
。
な
か
な

か
煙
草
を
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
方
が
幼
い
子
供
や
孫
か
ら
臭

い
と
い
わ
れ
止
め
ら
れ
た
と
い
っ
た
話
を
時
々
耳
に
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
本
気
で
悪
し
き
生
活
習
慣
を
や
め
た
い
理
由
が
見

つ
か
っ
た
ら
止
め
ら
れ
ま
す
。
人
生
の
目
的
が
何
で
あ
れ
、
健

全
な
肉
体
が
あ
れ
ば
可
能
性
は
大
き
く
広
が
り
ま
す
。
会
員

の
方
々
の
人
生
設
計
は
、
健
康
で
あ
り
続
け
て
い
る
こ
と
が

前
提
に
な
っ
て
い
る
は
ず
。
今
一
度
自
ら
の
人
生
を
見
つ
め

な
お
し
て
下
さ
い
。
誤
解
を
恐
れ
ず
申
し
上
げ
れ
ば
、
見
つ
め

な
お
し
て
も
止
め
る
理
由
が
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
止
め
な
い

で
下
さ
い
。
太
く
短
く
も
ま
た
立
派
な
人
生
。
医
者
が
偉
そ
う

に
他
人
の
人
生
に
口
を
挿
む
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
協
力
　
高
松
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
三
鷹
健
診
セ
ン
タ
ー

第
１
部
の
研

修
会
は
高
橋
副

会
長
の
開
会
挨

拶
に
続
い
て
、

「
三
鷹
の
教
育
が

め
ざ
す
も
の
〜

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
が
支

え
る
小
中
一
貫
教
育
」
と
題
す
る
講
演
が

行
わ
れ
た
。
講
師
は
三
鷹
市
教
育
長
の
貝

ノ

滋
氏
と
社
会
貢
献
副
委
員
長
で
も
あ

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
育
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
島
野
浩
二
氏
。
貝
ノ

教
育
長
は
小
中

一
貫
教
育
が
始
ま
っ
た
こ
と
で
中
学
１
年

生
の
不
登
校
が
激
減
し
た
こ
と
な
ど
三
鷹

市
の
教
育
に
つ
い
て
熱
く
語
ら
れ
、
ま
た
、

島
野
氏
は
地
域
の
側
か
ら
の
学
校
側
と
の

接
し
方
な
ど
を
話
さ
れ
た
。
予
定
し
た
１

時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
感
じ
ら
れ
る
ほ

ど
だ
っ
た
。

第
２
部
は
、
隣
の
部
屋
へ
会
場
を
移
し

て
和
や
か
な
交
流
会
と
な
り
、
竹
内
社
会

貢
献
委
員
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
第
五
中

学
校
の
長
谷
川
校
長
が
乾
杯
の
音
頭
を
と

ら
れ
た
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
参
加
し
た
法

人
会
を
は
じ
め
と
す
る
各
団
体
か
ら
の
参

加
者
同
士
が
直
接
話
を
す
る
よ
い
機
会
と

な
り
、
恒
例
と
な
っ
た
狩
野
第
七
中
学
校

校
長
の
中
締
め
の
あ
と
も
あ
ち
こ
ち
で
歓

談
が
続
い
て
い
た
。

な
お
、
平
成
20
年
度
の
法
人
会
か
ら
の

三
鷹
市
キ
ャ
リ
ア
教
育
（
鷹
南
学
園
三
鷹

市
立
第
五
中
学
校
、
お
お
さ
わ
学
園
三
鷹

市
立
第
七
中
学
校
）
へ
の
参
加
者
は
左
記

の
通
り
で
あ
る
。

● 

竹
内
　
政
司

● 

小
渕
　
昌
夫

● 

小
川
　
　
清

● 

宮
崎
陽
市
郎

● 

岩
崎
　
守
利

● 

高
橋
　
佐
織

（
事
務
局
）

教
育
委
員
会
や
教
師
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
交
流
会 

キ
ャ
リ
ア
教
育
交
流
会 

社
会
貢
献
委
員
会 

（
竹
内
運
輸
工
業
㈱ 

三
鷹
第
一
支
部
）

（
㈱
エ
イ
ピ
ー
ベ
ッ
カ
ー 

小
金
井
西
支
部
）

（
㈱
三
愛
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

三
鷹
第
一
支
部
）

（
㈱
ミ
タ
カ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス 

三
鷹
第
二
支
部
）

（
㈲
柏
屋
　
三
鷹
第
四
支
部
）

（
㈱
劇
団
め
組 

吉
祥
寺
北
第
一
支
部
）

3
月
26
日
（
木
）、
三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
第
4
回
目
と
な
る
「
キ
ャ

リ
ア
教
育
交
流
会
」が
開
催
さ
れ
た
。
社
会
貢
献
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
連

雀
学
園
三
鷹
市
立
第
一
中
学
校
・
お
お
さ
わ
学
園
三
鷹
市
立
第
七
中
学
校
の
両

校
で
行
わ
れ
た
「
職
業
人
の
話
を
聞
く
会
」
の
参
加
者
と
、
三
鷹
市
の
教
育
委

員
会
及
び
市
内
各
小
中
学
校
の
先
生
方
の
意
見
交
換
を
目
的
と
し
た
交
流
会

で
、
40
名
が
参
加
し
た
。
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（11） 平成21年5月5日 ほうじん「むさしの」 第375号

◎連載『税務よくある相談』は、武蔵野税務署が「よくある」質問にお答えするという形式でご紹介するコーナーです。

 

Ｑ 

質
問
1

　
当
社
は
3
月
決
算
の
法
人
で

す
が
、
契
約
に
基
づ
き
次
の
よ

う
な
前
払
費
用
を
継
続
的
に
支

払
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
前
払
費
用
に
つ
い
て
、

支
払
額
の
全
額
を
そ
の
支
払
っ

た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
お

い
て
損
金
の
額
に
算
入
し
て
差

し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
か
？

法人税編 

短
期
前
払
費
用
の 

取
扱
い
に
つ
い
て 

35その 

税務 
よくある相談 

税務よくある相談係 

末
に
前
払
に
よ
り
支
払
う
。

【
事
例
3
】

　
期
間
2
年
（
延
長
可
能
）
の

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
ー
室
の
賃
借
に

係
る
賃
料
に
つ
い
て
、
毎
月
月

末
に
翌
月
分
の
家
賃
月
額
3
0

0
、0
0
0
円
を
支
払
う
。

【
事
例
4
】

　
期
問
10
年
の
建
物
賃
借
に
係

る
賃
料
に
つ
い
て
、
毎
年
、
家

賃
年
額（
4
月
か
ら
翌
年
3
月
）

2
、4
0
0
、0
0
0
円
を
2
月

に
前
払
に
よ
り
支
払
う
。

 

Ａ 
回
答

　
前
払
費
用
と
は
、
法
人
が
一

定
の
契
約
に
よ
り
継
続
的
に
役

務
の
提
供
を
受
け
る
た
め
に
支

出
し
た
費
用
の
う
ち
、
そ
の
事

業
年
度
終
了
の
時
に
お
い
て
ま

だ
提
供
を
受
け
て
い
な
い
役
務

に
対
応
す
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

　
前
払
費
用
は
、
原
則
と
し

て
、
支
出
し
た
時
に
資
産
に
計

上
し
、
役
務
の
提
供
を
受
け
た

時
に
損
金
の
額
に
算
入
す
べ
き

も
の
で
す
。

　
た
だ
し
、
法
人
が
、
前
払
費

用
の
額
で
、
地
代
家
賃
、
保
険

料
、
支
払
利
息
な
ど
、
そ
の
支

払
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内
に
提

供
を
受
け
る
役
務
に
係
る
も
の

を
支
払
っ
た
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
支
払
っ
た
金
額
を
継
続
し

て
、
そ
の
事
業
年
度
の
損
金
の

額
に
算
入
し
て
い
る
と
き
は
、

そ
の
支
払
時
点
で
損
金
の
額
に

算
入
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま

す
。

　
し
た
が
っ
て
、
事
例
１
か
ら

事
例
３
ま
で
に
つ
い
て
は
、
そ

の
支
払
額
の
全
額
を
そ
の
支

払
っ
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度

に
お
い
て
損
金
の
額
に
算
入
し

て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、

事
例
４
に
つ
い
て
は
、
支
払
っ

た
日
か
ら
１
年
以
内
に
提
供
を

受
け
る
役
務
に
係
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、
支
払
っ
た
日

の
属
す
る
事
業
年
度
に
お
い
て

損
金
の
額
に
算
入
す
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
毎
年

決
算
時
に
お
い
て
、
そ
の
年
の

２
月
に
支
払
っ
た
家
賃
年
額

２
、４
０
０
、０
０
０
円
は
、
前

払
費
用
と
し
て
資
産
計
上
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
借
入
金
を
預
金
や
有

価
証
券
な
ど
に
運
用
す
る
場
合

の
そ
の
借
入
金
に
係
る
支
払
利

子
の
よ
う
に
、
収
益
の
計
上
と

対
応
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
た
と
え
１
年
以

内
の
短
期
前
払
費
用
で
あ
っ
て

も
、
支
払
時
点
で
損
金
の
額
に

算
入
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
武
蔵
野
税

務
署
　
法
人
課
税
第
１
部
門
　

０
４
２
２ 

― 

53 

― 

１
３
１
１

（
内
線
５
１
５
）
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
事
例
1
】

　
期
間
40
年
の
土
地
賃
借
に
係

る
賃
料
に
つ
い
て
、
毎
月
月
末

に
翌
月
分
の
地
代
月
額
2
0
0
、

0
0
0
円
を
支
払
う
。

【
事
例
2
】

　
期
間
40
年
の
土
地
賃
借
に
係

る
賃
料
に
つ
い
て
、
毎
年
、
地

代
年
額（
4
月
か
ら
翌
年
3
月
）

2
、4
0
0
、0
0
0
円
を
3
月



第375号 ほうじん「むさしの」 平成21年5月5日 （12）

◎ 連載『我が社のホープ』は、若手社員の仕事に対する思いを紹介するコーナーです。対象年齢20～30歳代。
    自薦他薦お待ちしております。 （広報委員会）

武蔵野東小学校　教諭

かたやま やす お

片山  育男さん

　　　  その58

（武蔵野中央支部）

埼玉県春日部市出身　
26歳
三鷹市で一人暮らし
趣味は運動すること

横
河
武
蔵
野
Ｆ
Ｃ
の
サ
ッ
カ
ー

選
手
か
ら
教
師
に
転
進

武
蔵
野
東
学
園
は
健
常
児
と
数
多
く
の
自
閉
症
児
が
一
緒
に
学
ぶ「
混

合
教
育
」
が
高
い
評
価
を
受
け
て
、
海
外
か
ら
も
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。
今
年
度
か
ら
小
学
校
の
教
諭
に
な
っ
た
片
山
育
男
さ
ん
は
、
一
昨

年
ま
で
プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
を
目
指
し
て
い
た
異
色
の
教
師
で
す
。

サ
ッ
カ
ー
選
手
の
運
動
神
経

と
辛
抱
強
い
性
格

桜
が
満
開
の
四
月
、
武
蔵
野
東

小
学
校
の
片
山
育
男
さ
ん
は
２
年

生
の
自
閉
症
児
ク
ラ
ス
の
担
任
に

な
り
「
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
が
、
生
徒
た
ち
は
可
愛
い
で

す
。」
と
顔
が
ほ
こ
ろ
び
ま
し
た
。

武
蔵
野
東
学
園
は
、
教
育
困
難

と
言
わ
れ
る
自
閉
症
児
を
、
幼
稚

園
か
ら
高
等
専
修
学
校
の
一
貫
教

育
で
社
会
的
自
立
ま
で
導
く
世
界

に
類
が
無
い
教
育
シ
ス
テ
ム
の
学

校
で
あ
り
、
教
師
と
保
護
者
が
協

同
し
て
子
供
の
成
長
を
見
守
る
校

風
は
、
一
緒
に
学
ぶ
健
常
児
に
も

よ
い
教
育
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

空
席
を
待
つ
多
く
の
編
入
希
望

者
を
当
学
園
教
育
セ
ン
タ
ー
で
受

け
入
れ
て
お
り
、
片
山
さ
ん
は
２

年
間
こ
こ
で
自
閉
症
児
の
指
導
に

あ
た
り
ま
し
た
。
指
導
方
法
は
、

興
味
や
関
心
の
幅
が
狭
い
子
供
た

ち
に
解
り
や
す
い
よ
う
に
絵
を
多

用
し
た
り
、
付
き
添
い
の
親
と
相

談
し
て
自
発
的
な
興
味
を
引
き
出

す
工
夫
を
重
ね
ま
す
。
特
に
運
動

が
効
果
的
で
、
最
初
は
椅
子
に

座
っ
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
子
供

が
、
走
ら
せ
て
体
の
バ
ラ
ン
ス
を

整
え
る
と
気
持
ち
が
集
中
し
、

徐
々
に
長
く
座
れ
る
よ
う
に
な
る

そ
う
で
す
。

子
供
の
反
応
・
成
長
を
辛
抱
強

く
待
つ
教
師
と
、
俊
敏
な
動
き
や

瞬
時
の
判
断
を
鍛
え
る
サ
ッ
カ
ー

選
手
は
傍
目
に
は
両
極
端
に
思
え

ま
す
。
教
師
に
な
っ
た
理
由
を
尋

ね
る
と
、
小
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
指

導
の
先
生
が
叩
く
こ
と
も
あ
る
怖

い
先
生
だ
け
ど
、
で
き
た
と
き
は

す
ご
く
褒
め
て
自
信
と
達
成
感
を

持
た
せ
て
く
れ
た
こ
と
に
影
響
を

受
け
、
中
学
の
職
業
調
査
で
「
教

師
」
と
書
い
た
そ
う
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
注
目
を
浴
び

る
試
合
で
活
躍
す
る
こ
と
に
拘
り

が
ち
で
す
が
、
高
校
１
年
生
の
５

月
に
目
を
傷
つ
け
て
医
師
か
ら
約

１
年
間
運
動
を
止
め
ら
れ
た
と

き
、「
や
め
よ
う
か
」と
迷
い
な
が

ら
も
球
拾
い
や
試
合
の
持
物
の
管

理
な
ど
を
し
て
チ
ー
ム
を
支
え
、

感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ブ
ラ
ン
ク
を「
顧
問
の
先

生
と
連
携
で
き
て
、
役
に

立
て
て
い
る
と
実
感
し

た
」と
語
り
ま
す
。
２
年

生
で
復
帰
し
た
と
き
は

メ
ン
バ
ー
か
ら
互
選
で

キ
ャ
プ
テ
ン
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
教
師
の
仕
事
を
選
ん

　
で
、
サ
ッ
カ
ー
に
区
切

　
り
を
つ
け
る

文
教
大
学
教
育
学
部

に
進
学
し
て
か
ら
は
社
会
人
の

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
に
所
属
、
４
年

か
ら
は
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
の
Ｊ
１
、

Ｊ
２
の
次
に
位
置
す
る
Ｊ
Ｆ
Ｌ
横

河
武
蔵
野
に
入
団
し
て
厳
し
い
練

習
を
続
け
ま
し
た
。
大
学
の
勉
強

と
プ
ロ
を
目
指
す
人
た
ち
に
混

じ
っ
て
の
練
習
と
の
両
立
は
大
変

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
必
修
の

小
学
校
教
諭
免
許
に
加
え
て
、
多

く
の
履
修
科
目
が
必
要
な
中
学
・

高
等
学
校
の
保
健
体
育
の
教
員
資

格
も
取
得
し
て
い
ま
す
。

大
学
卒
業
後
２
年
間
プ
ロ
を
目

指
し
て
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
ま
し
た

が
、
将
来
に
つ
い
て
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
の
代
表
に
相
談
し
た
こ
と
が
縁

で
学
園
の
教
育
セ
ン
タ
ー
の
教
師

に
な
り
、
教
員
の
道
を
歩
き
始
め

ま
し
た
。

昨
年
、
横
河
に
退
団
届
け
を
出

し
た
と
き
、「
応
援
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
両
親
が
寂
し
く
な
る
」

と
気
遣
う
片
山
さ
ん
で
す
が
、
今

春
か
ら
は
教
師
と
し
て
の
片
山
さ

ん
に
、
ご
両
親
が
陰
な
が
ら
応
援

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
　
　（

談
）



（13） 平成21年5月5日 ほうじん「むさしの」 第375号

◎ 連載『リレーエッセイ』は、リレー式に随筆をお願いするコーナーです。いつかはあなたのところにも……。（広報委員会）

漢
詩
・
和
歌
の
朗
詠
を

楽
し
ん
で
、内
面
と
身
体
の

充
実
を
図
る

第５８走者　

次
回
は
須
藤
嘉
也
さ
ん

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
す
。

　
リ
ベ
ス
ト
管
理
株
式
会
社
　
　
　

山  

本  

久
一
郎

（
吉
祥
寺
北
第
一
支
部
）

▲「涼州詞」王之渙（おうしかん）作に　“春光渡らず玉門関”
と詠われた、玉門関遺跡にて（魅惑のシルクロードより）

2008年５月25日撮影

詩
吟
で
漢
詩
に
親
し
み
、

朗
々
と
吟
じ
る

年
齢
を
経
る
に
従
っ
て
新
し

い
記
憶
が
た
や
す
く
忘
れ
ら
れ

る
の
に
対
し
て
、
過
去
の
記
憶

は
あ
た
か
も
脳
内
の
図
書
館
の

よ
う
に
保
存
さ
れ
て
蘇
る
、
こ

の
経
験
は
誰
し
も
あ
り
、
繰
り

返
さ
れ
て
き
た
文
明
の
伝
承
が

仕
組
ん
だ
生
理
の
よ
う
に
も
見

え
る
。

仕
事
先
の
建
設
会
社
の
社
長

さ
ん
に
詩
吟
の
大
会
に
誘
わ
れ

て
「
あ
な
た
は
声
が
い
い
か
ら
、

き
っ
と
う
ま
く
な
る
よ
」
と
煽

て
ら
れ
、
そ
の
気
に
な
っ
て
始

め
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

今
か
ら
14
〜
15
年
前
の
話
で
す
。

今
回
、
小
野
山
興
産
の
深
瀬

さ
ん
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
た
リ

レ
ー
エ
ッ
セ
イ
は
、
面
白
く
毎

回
欠
か
さ
ず
見
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

特
に
前
々
回
の
文
伸
さ
ん
の
川

井
社
長
の
記
事
に
は
大
変
感
動

を
受
け
、
涙

が
溢
れ
ま
し

た
。
そ
の
よ
う

な
方
々
と
並

ぶ
べ
く
も
無

い
が
、
私
の
詩

吟
を
語
る
こ

と
で
詩
吟
の

面
白
さ
、
喜

び
を
伝
え
る

こ
と
が
出
来
れ

ば
幸
い
で
す
。

詩
吟
を
始

め
た
頃
は
た

だ
大
き
な
声

を
張
り
上
げ
て
詠
う
だ
け
で
し

た
が
、
日
が
経
つ
に
つ
れ
て
他

の
教
室
の
人
と
も
接
し
、
大
会

で
上
手
い
人
の
詩
吟
を
聞
く
と

「
も
っ
と
上
手
に
な
り
た
い
」と

思
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
先

輩
か
ら
良
い
先
生
を
紹
介
さ

れ
、
本
格
的
に
始
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

詩
文（
漢
詩
）を
繰
返
し
読
み
、

作
者
の
詩
心
を
掴
ん
で
そ
の
詩

に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
節
調
で
吟

じ
る
。
発
声
は
、
締
め
た
ベ
ル

ト
が
パ
ン
パ
ン
に
な
る
く
ら
い

の
腹
式
呼
吸
に
よ
っ
て
、
豊
か

な
声
量
と
正
確
な
音
程
で
詩
情

を
表
現
す
る
。
語
句
が
は
っ
き

り
聞
き
取
れ
る
口
の
開
け
方
を

す
る
、
等
々
。
４
〜
５
年
遠
回

り
し
た
の
を
徐
々
に
取
り
戻
せ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
ま
だ
ま
だ
奥
が
深
い
。

至
高
の
文
学
、
杜
甫
、
李
白
、

白
居
易
（
白
楽
天
）
ら
の
漢
詩

の
ル
ー
ツ
を
黄
河
流
域
に
辿

り
、「
国
敗
れ
て
山
河
あ
り
」と

杜
甫
が
詠
ん
だ
故
郷
を
訪
れ
、

当
時
の
栄
枯
盛
衰
を
思
い
浮
か

べ
な
が
ら
自
然
の
風
景
に
接
し

て
の
吟
詠
は
格
別
で
す
。（
５
月

22
日
か
ら
27
日
ま
で
「
黄
河
漢

詩
の
旅
」
へ
出
か
け
ま
す
。）

腹
式
呼
吸
の
発
声
で

健
康
増
進

詩
吟
は
日
本
で
は
江
戸
の
中

期
以
後
に
興
隆
の
き
ざ
し
を
み

せ
、
漢
詩
に
続
け
て
和
歌
を
朗

詠
す
る
こ
と
も
古
く
か
ら
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
上
杉
謙

信
の
「
九
月
十
三
夜
」
を
吟
じ

る
と
き
は
、
や
は
り
謙
信
が
詠

ん
だ
と
い
わ
れ
る
「
も
の
の
ふ

が
鎧
の
袖
を
か
た
し
き
て
枕
に

か
よ
う
初
雁
の
声
」
と
い
う
和

歌
を
朗
詠
し
ま
す
。
元
来
、
日

本
人
に
は
勇
猛
果
敢
な
、
士
気

旺
盛
な
、
そ
し
て
淡
白
で
精
励

な
気
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
日
本
古
来
の
武
道
の
精
神
と

い
っ
た
も
の
を
吸
収
し
た
詩

吟
、
私
は
大
好
き
で
す
。

詩
吟
は
何
と
い
っ
て
も
健
康

的
で
す
。
私
は
毎
日
お
昼
休
み

に
カ
ラ
オ
ケ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
で
発
声
練

習
を
し
て
い
ま
す
。
腹
筋
、
背

筋
を
使
っ
て
大
き
く
息
を
吸
い

込
む
こ
と
が
横
隔
膜
を
刺
激
し

て
、
心
肺
機
能
を
高
め
ま
す
。
声

は
常
に
お
腹
の
底
か
ら
出
す
の

で
喉
を
痛
め
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ど
な
た
で
も
修
練
に

よ
っ
て
大
き
く
、
明
る
く
、
響

く
よ
う
な
声
は
出
て
き
ま
す
。

果
て
し
な
い
草
原
に
向
か
っ
て

詠
う
な
ら
ば
、
大
自
然
の
魅
力

も
加
わ
っ
て
、
そ
の
爽
快
さ
は

何
と
も
い
え
な
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

健
康
増
進
、
ス
ト
レ
ス
解
消

に
皆
様
も
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
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●靖之介の一口感想● 
　昭和28年真山青果の安中草三を上演し
た。台本はカーボン紙で写した物。今その
台本は誰も持っていない。再演したいと
梅之助も思っているが残念である。謄写
版の仕事に生きる道を見いだし会社の存
続を立派に果たしている川井捷一郎さん
私は「川井捷一郎兌壯」と命名します。 

 

リ
ハ
ビ
リ
（
社
会
復
帰
準
備
中
）
で
謄
写
印
刷

の
原
紙
を
切
っ
て
い
る
。

▲

― 

健
康
に
は
ご
留
意
を
？

川
井
　
は
い
、
常
に
心
掛
け
て
お

り
ま
す
。
中
小
企
業
経
営
者
は
健

康
で
体
力
が
一
番
で
す
か
ら
。

― 

我
々
俳
優
も
体
が
資
本
で
す
。

毎
日
の
体
操
は
欠
か
せ
ま
せ
ん

川
井
　
私
は
大
学
受
験
直
前
の
身

体
検
査
で
肺
結
核
が
見
つ
か
り
ま

し
て
ね
。
戦
後
は
良
い
薬
も
出
て

き
ま
し
た
が
主
治
医
は
新
薬
を
使

い
な
が
ら
も
「
薬
よ
り
も
自
分
の

体
力
で
治
し
な
さ
い
」
と
…
良
い

お
医
者
さ
ん
で
し
た
…
そ
し
て
大

学
を
諦
め
て
自
宅
療
養
…

― 

辛
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね

仕
事
の
達
成
感
と

社
員
と
共
に
働
く
喜
び
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

川
井
　
は
い
…
そ
ん
な
あ
る
日
、

母
が
日
本
文
学
全
集
を
枕
元
に
積

ん
で
く
れ
た
の
で
す
…
お
金
だ
っ

て
苦
労
し
て
拵
え
た
の
だ
ろ
う
に

と
…
今
、
思
う
と
有
り
難
く
て
…

― 

素
晴
ら
し
い
贈
り
物
！

川
井
　
そ
う
で
す
、
読
書
で
人
間

の
様
々
な
生
き
方
を
知
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
又
友
人
も
音
楽
を
勧

め
て
く
れ
て
…
そ
れ
等
は
私
の
人

間
形
成
の
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

と
探
し
た
の
が
ガ
リ
版

印
刷
…

― 

昔
は
カ
ー
ボ
ン
写

の
台
本
も

川
井
　
義
兄
に
紹
介
さ

れ
て
当
時
職
場
を
レ
ッ

ド
パ
ー
ジ
さ
れ
て
ガ
リ

版
筆
耕
の
仕
事
を
し
て

い
る
人
か
ら
製
作
の
総

て
を
教
わ
り
ま
し
た
。

芝
居
の
台
本
も
作
り
ま

し
た
よ
俳
優
さ
ん
と
一

緒
に
（
笑
）

― 

今
は
武
蔵
野
法
人

会
の
広
報
誌
が
お
世
話
に
な
っ
て

…川
井
　
病
気
に
な
っ
た
か
ら
始
め

た
ガ
リ
版
印
刷
で
す
が
今
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
駆
使
し
て
カ
ラ
ー

印
刷
迄
や
っ
て
ま
す
。
一
生
の
仕

事
と
し
て
貫
き
た
い
…
中
小
企
業

は
自
社
の
力
だ
け
が
頼
り
で
す
。

そ
れ
ら
の
苦
し
み
、
楽
し
み
を
数

多
く
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

― 

お
忙
し
か
っ
た
で
し
ょ
う

川
井
　
は
い
。
日
本
軽
印
刷
工
業

会
の
東
京
副
会
長
の
時
に
（
平
成

４
年
）「
社
団
法
人
東
京
軽
印
刷
工

業
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
が
過
労

が
元
で
ま
た
血
を
吐
い
て
…

― 
し
か
し
、
良
い
お
仕
事
を
！

川
井
　
事
業
も
堅
実
に
経
営
す
る

高
校
時
代
は
千
駄
ヶ
谷
の
自
宅
か

ら
一
面
の
焼
け
野
原
の
中
を
歩
い

て
新
宿
の
名
画
座
へ
も
よ
く
行
き

ま
し
た
…
当
時
入
場
料
は
30
円
…

― 

ニ
ュ
ー
ス
や
ポ
パ
イ
も
…

川
井
　（
笑
）
そ
う
そ
う
、
懐
か
し

い
話
で
す
…
（
笑
）
台
本
を
印
刷
し

た
の
で
芝
居
も
見
ま
し
た
。

― 

今
の
お
仕
事
は
？

川
井
　
療
養
も
３
年
半
…
父
の
仕

事
が
軌
道
に
乗
ら
ず
弟
達
も
進
学

時
期
…
何
と
か
就
職
を
と
…
然
し

病
後
だ
か
ら
と
決
ま
り
ま
せ
ん
。

何
か
自
分
で
出
来
る
事
は
な
い
か

事
が
大
切
で
す
。
中
小
企
業
経
営

は
急
成
長
で
は
な
く
安
定
的
な
成

長
が
い
い
…
少
年
時
代
に
結
核
で

長
期
療
養
し
た
経
験
か
ら
体
も
大

事
に
す
る
こ
と
を
覚
え
ま
し
た
。

― 

社
長
を
弟
の
信
良
さ
ん
に
譲
ら

れ
て
更
に
ご
健
康
で
…

川
井
　
顧
客
に
信
頼
さ
れ
社
員
が

働
き
甲
斐
を
感
じ
、
安
心
し
て
働

け
る
職
場
を
と
…
そ
し
て
…
人
生

の
生
き
方
を
教
え
て
く
れ
た
亡
き

母
に
感
謝
し
て
健
康
で
長
生
き
し

ま
し
ょ
う
。（
笑
）
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お

ぶ
ち

ま
さ
お

小
渕
　
昌
夫
　

さ
ん

株
式
会
社
エ
イ
ピ
ー
ベ
ッ
カ
ー

プ
リ
ン
ト
ゴ
ッ
コ
を

　
　
　
ヒ
ッ
ト
商
品
に

その24の @22

（
小
金
井
西
支
部
）

プ
リ
ン
ト
ゴ
ッ
コ
を
成
功
に
導
き

会
社
は
飛
躍
的
に
成
長

小
渕
昌
夫
さ
ん
は
孔
版
印
刷
機
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
理
想
科
学
工
業
㈱

に
転
職
。
プ
リ
ン
ト
ゴ
ッ
コ
と
新
孔
版
自
動
印
刷
機
リ
ソ
グ
ラ
フ
を

大
ヒ
ッ
ト
商
品
に
導
き
ま
し
た
。
創
業
時
は
「
ガ
リ
版
切
り
」
か
ら

始
ま
っ
た
会
社
が
世
界
中
に
販
路
を
広
げ
た
経
緯
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

 「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
」で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
退
任
後
は
大
学
院

に
進
学
し
、
企
業
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
社
会
貢
献
で
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

プ
リ
ン
ト
ゴ
ッ
コ
の
直
販
に

新
方
式「
銀
行
口
座
振
り
替
え
」

　
昭
和
47
年
に
三
洋
電
機
貿
易

か
ら
、
年
商
9.5
億
の
中
小
企
業
、

理
想
科
学
工
業
に
転
職
し
ま
し

た
。
当
時
、
会
社
は
資
金
繰
り
に

苦
慮
し
て
お
り
、
経
理
の
見
直

し
・
資
金
繰
り
表
作
り
・
銀
行
回

り
の
た
め
に
小
金
井
市
の
自
宅

に
帰
る
時
間
を
惜
し
ん
で
泊
ま

り
込
み
で
働
き
ま
し
た
。
一
段

落
つ
い
た
昭
和
52
年
に
家
庭
用

カ
ラ
ー
印
刷
機
プ
リ
ン
ト
ゴ
ッ

コ
を
新
発
売
、
こ
の
大
ヒ
ッ
ト

に
よ
り
会
社
の
業
績
は
一
気
に

上
昇
、
利
益
を
開
発
費
用
に
当

て
て
現
在
の
主
力
製
品
リ
ゾ
グ

ラ
フ
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
人
の
真
似
を
せ
ず
、
最
善
策

を
考
え
て
実
行
す
る
の
が
私
の

信
条
で
す
。
プ
リ
ン
ト
ゴ
ッ
コ

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
は
息
の

長
い
商
品
に
す
る
た
め
に
、
信

用
の
あ
る
百
貨
店
や
銀
座
の
伊

東
屋
な
ど
有
名
文
具
店
か
ら
売

り
始
め
、
価
格
を
１
万
円
切
る

９
、８
０
０
円
に
抑
え
る
た
め
、

問
屋
を
通
さ
な
い
直
販
方
式
に

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
小
売
店
ご

と
に
商
品
を
届
け
て
代
金
回
収

す
れ
ば
大
変
な
手
間
と
人
件
費

が
か
さ
み
ま
す
。
そ
こ
で
、
商
品

仕
事
の
経
験
と
大
学
院
で
の

研
究
成
果
で
社
会
に
貢
献

　
私
は
64
歳
で
会
社
を
退
任
し

た
あ
と
、
仕
事
の
経
験
を
学
術
的

に
体
系
付
け
て
検
証
す
る
た
め
、

早
稲
田
大
学
大
学
院
に
入
学
。
理

論
だ
け
で
な
く
新
た
な
実
践
を

踏
ま
え
て
検
証
す
る
た
め
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
支
援
会
社
エ
イ

ピ
ー
ベ
ッ
カ
ー
社（
ア
ジ
ア
太
平

洋
開
発
型
企
業
研
究
所
）を
創
業

し
ま
し
た
。
企
業
支
援
の
傍
ら
、

多
く
の
大
学
で
教
え
た
り
講
演

を
し
て
、
高
い
志
を
持
つ
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
が
創
造
的
経
営
に

よ
っ
て
成
長
で
き
る
よ
う
活
動

し
て
い
ま
す
。
理
論
と
実
践
を
兼

ね
備
え
た
研
究
者
は
数
少
な
い

と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
法
人
会
で
は
社
会
貢
献
委
員

と
し
て
、
中
学
・
高
校
生
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
「
ど
う
し
た

ら
社
長
に
な
れ
る
か
」
等
の
話

を
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
さ

ら
に
地
元
企
業
の
変
革
の
手
伝

い
を
し
た
り
、
研
修
会
の
機
会

を
得
て
、
社
会
に
貢
献
し
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
　
　（
談
）

の
配
送
を
倉
庫
会
社
に
委
託
し
、

銀
行
の
自
動
振
替
制
度
を
利
用

し
て
代
金
回
収
す
る
と
い
う
新

し
い
流
通
方
式
を
編
み
出
し
ま

し
た
。
銀
行
口
座
振
替
は
今
で

は
当
た
り
前
で
す
が
、
当
時
は

銀
行
も
販
売
店
も
初
め
て
の
こ

と
で
こ
の
契
約
と
実
行
に
は
多

く
の
苦
難
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
開
発
面
で
は
、
部
品
の

ラ
ン
プ
を
求
め
て
海
外
ま
で
探

し
た
結
果
、
松
下
電
器
製
の
カ

メ
ラ
用
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
プ
が

最
適
と
分
か
り
ま
し
た
が
、
最

初
、
無
名
の
理
想
科
学
工
業
を

相
手
に
し
て
く
れ
ま
せ

ん
。
粘
っ
て
よ
う
や
く
提

携
し
、
ラ
ン
プ
に
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
し
て
耐
久
性
を

持
た
せ
る
こ
と
に
成
功
し

ま
し
た
。
こ
れ
が
共
同
開

発
の
最
初
で
す
。
経
営
資

源
の
少
な
い
中
小
企
業
に

は
、
社
外
と
の
協
働
が
必

要
で
す
。
私
の
入
社
か
ら

退
社
ま
で
の
30
年
で
、
理

想
科
学
工
業
は
約
100
倍
の

規
模
に
成
長
し
ま
し
た
。
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薬
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少
な
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治
療
効
果
を
上
げ
る
た
め
、
速
効

の
耳
針
法
、
体
針
法
を
西
洋
医
学
と
併
用
の
ペ
イ

ン
ク
リ
ニ
ッ
ク（
狭
心
症
の
早
期
診
断
と
治
療
、
う

つ
病
の
身
体
の
痛
み
、
偏
頭
痛
、
三
叉
神
経
痛
、
頚

椎
症
、
腱
鞘
炎
、
五
十
肩
、
坐
骨
神
経
痛
、
頚
椎
・

腰
椎
ヘ
ル
ニ
ヤ
、
脊
柱
管
狭
窄
症
、
ス
ポ
ー
ツ
・
交

通
事
故
後
遺
症
、
変
形
性
膝
関
節
症
の
水
腫
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痛

み
、
生
理
痛
診
療
で
す
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会 員 企 業 の Ｐ Ｒ 

◆
本
文
／
１
４
０
字
以
内（
18
字
×
８
行
）厳
守 

◆
企
業
名
・
住
所（
本
社
の
み
）・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
明
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★
マ
ー
ク
・
ロ
ゴ
タ
イ
プ
等
使
用
の
場
合
は
清
刷
を
持
参
下
さ
い
。 

◆
写
真（
サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ズ
）ま
た
は
イ
ラ
ス
ト
添
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★
写
真
は
プ
リ
ン
ト
（
紙
焼
き
）
に
て
お
願
い
し
ま
す
。 

　
★
カ
ラ
ー
写
真
で
も
結
構
で
す
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◆
掲
　
載
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申
し
込
み
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◆
サ
イ
ズ
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１
／
４
ペ
ー
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◆
申
込
先
／
（
社
）武
蔵
野
法
人
会
事
務
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広
報
委
員
会
　
企
業
Ｐ
Ｒ
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※
原
稿
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
を
お
断
り
す
る
場
合
や
、
一
部
を
修
正 

　
し
て
掲
載
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

《
応
募
要
項
》 



法人会の基本的指針
法人会はよき経営者をめざすものの団体として、会員の積

極的な自己啓発を支援し、納税意識の向上と企業経営および

社会の健全な発展に貢献します。

《法人会のキャッチフレーズ》

めざします　企業の繁栄と社会への貢献

ほうじん ｢むさしの｣ 5月号 
発行　社団法人　武蔵野法人会 
〒180-0006 
武蔵野市中町2－11－13（三鷹ビル3階） 

TEL. 0422-51-1441㈹ FAX. 0422-55-5544 
Ｅ-mail : mhoujin@parkcity.ne.jp 

武蔵野法人会会員総数＝3,819名 

加入率＝48.5％（2009年4月末現在） 

◆税金についてのご相談は… 
　事務局にご連絡下さい 

  （税理士　担当） 

◆法律についてのご相談は… 
 毎月第2火曜日 

  （小林顧問弁護士  担当） 

◆経営についてのご相談は… 
 毎月第4木曜日 

  （中小企業診断士  担当） 

会場　武蔵野法人会館 

時間　午後1時～4時 

※予約制です。事前に事務局まで 
　ご連絡ください。 

社団 
法人 武蔵野法人会事務局 
〒１８０-０００６  武蔵野市中町2-１１-１３  三鷹ビル3Ｆ 
TEL.0422（51）1441/FAX.0422（55）5544

武蔵野法人会に設けられた相談室。
無料です。好評です。お気軽にどうぞ！
法人会ならではのネットワークを活かして開設された、《無料

相談室》。既に多くの会員の皆さんにご利用頂いております。

http://www.musashinohojinkai.or.jp
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5月の    行事予定表 

 
 
（憲法記念日） 
（みどりの日） 
（こどもの日） 
（振替休日） 
 
会計監査 
 
 
青年部会　役員会 
税制委員会 
吉祥寺北第二支部　役員会 
三鷹東支部　役員会 
総務委員会 
新設法人説明会 
女性部会　役員会 
 
 
 
 
 
第４３回通常総会 
 
 
 
 
 
広報委員会 
決算法人説明会 
不動産賃貸経営部会　役員会 
 

（2009年4月27日現在） 
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好評連載 「ドクター髙松の生活習慣病」連続講座
　　　　 「我が社のホープ」 武蔵野東小学校 片山　育夫さん
　　　　 「リレーエッセイ」 リベスト管理株式会社 山本久一郎さん
　　　　 「体想談義」 株式会社 文伸 川井捷一郎さん
　　　　 「私の歩いてきた道」 株式会社 エイピーベッカー 小渕　昌夫さん

平
成
二
十
一年
五
月
五
日
発
行（
毎
月
五
日
発
行
）

第
三
十
六
巻
第
四
号（
通
巻
第
三
七
五
号
）

ほ
う
じ
ん「
む
さ
し
の
」

編
集
責
任
者
／
栗
田
多
美
子

印
　
刷
／
株
式
会
社  

文
　
伸

定
価
／
三
○
○
円（
会
員
は
年
会
費
に
含
む
）

社団
法人武蔵野法人会
武蔵野市・三鷹市・小金井市
HP  http://www.musashinohojinkai.or.jp

「税務よくある相談Q&A」

通常総会のお知らせ
平成21年5月20日（水） 14時～19時30分　吉祥寺第一ホテル

吉祥寺平和通り（昭和36年）

5
2009 月号May

No. 375
ほうじん「むさしの」第36巻第4号（通巻第375号）平成21年5月5日発行（毎月5日発行）

現在の吉祥寺平和通り

吉祥寺第一ホテル
阪急阪神第一ホテルグループ

TEL. 0422-21-2211[お問合せ・ご予約]

12の色から彩る20通りの宴会プラン

（※全アイテム＝ビール・ソフトドリンク・ウィスキー・ワイン・日本酒・焼酎）

（※シャンパンは乾杯用です）

赤 茶＝ボリューム重視型メニュー ¥ 4,000
青

青

朱

＝和風も入れたあっさり系メニュー ¥ 5,000
＝全アイテム飲み放題 ¥ 2,000

紫

紫

グレー

＝全アイテム＋ワインバー ¥ 2,500
橙黄

パーティープラン インフォメーション

新・宴会プラン「パレット」
お料理のメニュー内容とお飲物のアイテムのご要望を組合せて、宴会プランをご自由にお選びいただけます。

総会、歓送迎会、同窓会など各種会合にご利用ください。

＝和洋中ワールドブッフェメニュー ¥ 6,000

[お料理／お一人様][お料理／お一人様]

¥ 7,000

¥ 9,000

＝料理長のラインナップメニュー ¥ 3,500
＝全アイテム＋焼酎バー ¥ 3,000
＝全アイテム＋シャンパン

（※他4銘柄）

（※他2銘柄）

[テーブルクロスカラーを4種類からお選びいただけます] 白 黄 緑

緑

ピ
クン 白は薄いベージュ色となります。

あわせて6色分ご利用いただければ、ご宿泊ご招待。 
（※お料理・お飲物の選択のみにて、同色の選択も適用となります）

★40名様以上のご宴会にて幹事様2名様無料 
★レストラン「パークストリート」ディナー、ペア（1組2名様）ご招待 
★ビンゴゲーム機（カード付）無料にてご提供

ご要望に応じた組合せで、オリジナリティあふれる宴会プランを。 
[宴会プラン組合せ例] =お一人様青 ¥ 8,500=お一人様

※上記組合せのプラン料金には、宴席料ほか、税金、サービス料を含みます。　※ご人数、条件、季節によってはメニュー内容および品数は異なります。　※15名様より承ります。
※2時間制とさせていただきます。　※お料理は立食または着席ブッフェとなります。　※別途コース料理、盛り込み料理もご用意しております。

〈直通〉受付／10:00～18：00

スペシャル特典プラン特典

ピ
クン茶¥ 7,500=お一人様茶 黄赤

緑


